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１．Ｈ２８年度〔第１８期〕 決算ハイライト 

 営業利益は、１,８９１億円 

    ５期連続増益、過去最高益を３期連続で更新   

 当期純利益も１,４９６億円となり 
    ５期連続増益、過去最高益を２期連続で更新 

 有利子負債を、３,６５８億円まで圧縮 
  （対前年▲６５１億円削減） 

 フレッツ光（コラボ光を含む）の純増数は、 

          対前年＋２４万増の５１万純増 
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Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 

純増数 契約数 純増数 契約数 

フレッツ光（コラボ光含む） ＋２６ １,０６７ ＋５１ １,１１７ 

（再）コラボ光 ※ ＋２８９ ３０８ ＋２２５ ５３３ 
※フレッツ光からコラボ光への転用数を含む 

（万契約） 

営業利益： １,８９１億円 対前年＋２７２億円 

当期純利益： １,４９６億円 対前年＋３０８億円 

設備投資： ２,７３８億円 対前年▲２０１億円 

<参考>固定電話（加入電話＋ISDN） ▲７６ １,１２９ ▲６８ １,０６１ 

 Ｈ２８年１０月末にフレッツ光契約数が１,１００万契約を突破するとともに、 

   固定電話加入数を逆転 
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５期連続増益 
過去最高益を３期連続更新 
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(単位：億円) 
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２．損益及び設備投資の状況 

項      目 
前  期 

（H27年度） 
当  期 

（H28年度） 
増減額 増減率 

営 業 収 益 17,223 16,722 ▲ 500 ▲ 2.9％ 

営 業 費 用  15,604 14,831 ▲ 773 ▲ 5.0％ 

営 業 利 益  1,618 1,891 ＋ 272 ＋ 16.9％ 

経 常 利 益  1,734 2,044 ＋ 309 ＋ 17.9% 

特 別 損 益 ▲ 37 － ＋ 37 － 

当 期 純 利 益  1,187 1,496 ＋ 308 ＋ 26.0% 

設 備 投 資 額  2,940 2,738 ▲ 201 ▲ 6.9％ 



３．営業収益の推移 

（単位：億円） 

17,654 17,223 ▲431 ▲500 16,722 

H27年度 H26年度 H28年度 

IP関連 
8,696 

音声 
4,685 

専用・附帯等 
4,272 

音声＋IP関連 

13,381 

IP関連 
8,779 

音声 
4,278 

専用・附帯等 
4,165 

+83 

▲407 

▲107 

IP関連 

8,707 

 

音声 
3,965 

 
専用・附帯等 

4,049 
 

音声＋IP関連 

12,673 

▲71 

▲312 

▲115 

音声＋IP関連 

▲384 

音声＋IP関連 

13,057 

音声＋IP関連 
▲324 
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棒グラフ内 
「その他」を「専用・
附帯等」に変更を
お願いできますか。 



４．営業費用と営業利益の推移 

営業費用 

営業利益 

H27年度 H26年度 H28年度 

（単位：億円） 

1,098 

1,618 
1,891 

+272 

+519 

4 

減価償却費等 

4,833 

16,555 

人件費 982 

経費 
10,739 

14,831 
▲773 

▲22 

▲306 

▲444 
減価償却費等 

4,707 

人件費 968 

経費 
9,928 

▲951 

▲13 

▲811 

▲125 

15,604 

減価償却費等 

4,263 

人件費 946 

経費 
9,621 

棒グラフ内 
「その他（減価償
却費等）」を 
「減価償却費等」
に変更しました。 



営業収益は、対前年▲３２２億円減の１兆６,４００億円。 

営業費用は、対前年▲３３１億円減の１兆４,５００億円。 

営業利益は、収益減を費用減でカバーし、対前年＋８億円増の１,９００億円 

（３月申請の認可計画から＋１００億円の増修正）。 

当期純利益は、１,３１０億円を見込む。 

フレッツ光純増数・設備投資額については、認可申請時と同。 

５．次期業績予想 

項      目 
次期業績予想 

（H29年度） 対前年増減額 対前年増減率 

営 業 収 益 

億円 

16,400 ▲ 322 ▲ 1.9％ 

（再）IP関連収入 8,720 ＋ 12 ＋ 0.1% 

営 業 費 用  14,500 ▲ 331 ▲ 2.2％ 

営 業 利 益  1,900 ＋ 8 ＋ 0.5％ 

経 常 利 益  1,900 ▲ 144 ▲ 7.1％ 

当 期 純 利 益  1,310 ▲ 186 ▲ 12.5％ 

フレッツ光純増数※ 万契約 50 ▲ 1 ▲ 1.3％ 

設 備 投 資 額 億円 2,500 ▲ 238 ▲ 8.7％ 

※フレッツ光についてはコラボ光を含む。 5 

認可計画からの 

修正額 
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６．ビジネスユーザ市場における光×サービスの取り組み 
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 光アクセスと付加価値サービスをかけ合わせて提供していくことで、光アクセスの価値を高めると
ともに、ビジネスユーザ市場における収益を拡大。 

光アクセス 付加価値サービス 

× 
純増51万 

累計1,100万契約を突破 

コラボ光の新規開通比率 

 42％（対前年+21pt） 

  ※直近（H29年3月単月）は52％ 

サービス 

ギガらくWi-Fi 

24時間出張 
修理オプション 

(フレッツ光) 

ITサポート＆ 
セキュリティ 

5万AP 

10万 

10万 

新規のフレッツ光法人ユーザの25％が付加 

（H28年10月） 

 訪問修理オプション 
（24時間保守・サポート） 

（H28年度4Q実績） 

8倍 

2倍 

3倍 

H28年度の実績 
契約数の 
年間増加率 

 セキュリティ対策や保守・サポートを中心にサービスラインナップを充実 

新規開通 

新規契約 

新規契約 

H28年度の実績 
純増51万の下の
注記「※5期ぶりに
50万純増以上に
回復」の削除しまし
た。 



 本資料及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関する

記述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行った判断・評

価・事実認識・方針の策定等に基づいてなされ、もしくは算定されています。 

 また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記述を行

うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされ、もしくは算定したもの

です。 

 将来の予測及び将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確定性・

不確実性及び今後の事業運営や内外の経済、証券市場その他の状況変化等による変

動可能性に照らし、現実の業績の数値、結果、パフォーマンス及び成果は、本資料

及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関する記述・言

明と異なる可能性があります。 


